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2005 年度 1,100,000 0 1,100,000 
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2007 年度 700,000 210,000 910,000 
2008 年度 700,000 210,000 910,000 
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こ れ ら の 専 門 用 語 デ ー タ ベ ー ス
（http://germanistik.jp/woerterbuch/）や、













































































































































〔雑誌論文〕（計 3 件） 




② 相 澤 啓 一 、 Fremdsprachigkeit und 
Fremdkuluralität – Wider die 
kulturwissenschaftliche 
Metaphorisierung der Übersetzung 
（印刷中） 
 
③ 相 澤 啓 一 、 Zur Ausbildung der 
japanischsprachigen Konferenzdolmetscher 
für Deutsch 文藝言語研究 言語篇 査読
無 第 52 巻 2007 年 p.177-199 
 
 
〔学会発表〕（計 3 件） 
 
① 相澤啓一、 Ausbildung der japanisch- 
deutschen Dolmetscher シンポジウム
„Dolmetschunterricht an japanischen 
Hochschulen“（日本の大学における通訳
教育をめぐって）、2006年 11月 18日、 上
智大学 
 
② 相澤啓一、 Worttreue oder Äquivalenz?  
国 際 シ ン ポ ジ ウ ム  Asiatische 
Germanistentagung、  2008 年 8 月 28
日、 金沢星陵大学 
 
③ 相 澤 啓 一 、 Fremdsprachigkeit und 
Fremdkuluralität – Wider die 
kulturwissenschaftliche 
Metaphorisierung der Übersetzung、  
国際シンポジウム“Übersetzung und   
Transformation. Umformungsprozesse 
in/von Texten, Medien, Kulturen" 、  













(1)研究代表者   
相澤 啓一 （AIZAWA Keiichi） 
筑波大学・大学院人文社会科学研究科・教授 
研究者番号  80175710 
